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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カルシウム依存性の膜結合糖タンパク質をコードするカドヘリンスーパーファミリーのメンバーです。コードされるタンパク質はカドヘリン様で、7つのカドヘリンドメインを含む細胞外領域と、保存された細胞質ドメインを欠く膜貫通領域から構成されています。このタンパク質は消化管および膵管の構成要素であり、多くの医学的に重要なペプチド系薬剤の経口吸収の第一段階において、腸管プロトン依存性ペプチドトランスポーターとして機能します。また、肝臓および腸の形態学的構成にも関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2009年1月],function:カドヘリンはカルシウム依存性細胞接着タンパク質です。細胞を接着する際に、カドヘリンは優先的にホモフィリックな方法で相互作用するため、カドヘリンは異種細胞型の選別に寄与している可能性があります。 LI-カドヘリンは、肝臓と腸の形態学的組織化に関与している可能性がある。腸管ペプチド輸送に関与する。,類似性：7つのカドヘリンドメインを含む。,組織特異性：消化管と膵管で発現する。腎臓、肺、肝臓、脳、副腎、皮膚では検出されない。,
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	各種溶解液のウェスタンブロット分析。抗体は1000倍に希釈した。二次抗体は1:20000倍に希釈した。

